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SDGs（エス・ディー・ジーズ）は、17の目標から構成される「持続可能な開発目標」です。
JA鹿本の取組みの中には、SDGsに関連する活動が多くあります。

　ＪＡは今日まで農家組合員の営農と生活の向上、地域農業の振興などを
目的として多様な事業展開を行ってきました。
　しかしながら、政府による農業政策の見直し、農業者の高齢化、担い手不
足、耕作放棄地の増加など、わたしたち（農業・地域・ＪＡ）をとりまく情勢は
依然として厳しいものとなっています。
　これらの情勢や課題を踏まえ、ＪＡ鹿本では３つの基本目標「農業者の所
得増大」・「農業生産の拡大」・「地域の活性化」の実現に向けた“創造的自己
改革”を進めてまいります。

ＪＡ鹿本は自己改革やＳＤＧｓの達成に向けて取り組み、関連記事にマーク・アイコンを付けています！

ＪＡ鹿本の創造的自己改革
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特集 県域JA構想に係るくらしの活動・生活福祉事業について（素案）

・組合員組織活動の活性化による組合員基盤の強化に取り組みます。
・総合事業の強みを活かし、組合員・地域住民の生活に必要なサービスを提供することにより、組合員・地域住民が豊かで
くらしやすい地域社会づくりに取り組みます。
・地域に根ざしたＪＡくらしの活動の実践により、ＳＤＧｓを意識した地域の活性化に取り組みます。

　県域ＪＡでは、正組合員を対象とした効果的な対話運動を進め、組合員の声に基づいた組織・事業運営に取り組みます。
　また、准組合員を「農業・地域の発展を正組合員と共に支える組合員」と位置付け、ＪＡへの理解促進と事業利用の拡大を図るとともに、利用者
懇談会等による意思反映に取り組みます。
　さらに、第５次男女共同参画基本計画に基づき、女性組合員の加入を促進し、事業利用及び運営参画を進めます。

❶組合員基盤強化

《基本方針》

以上、県域JA構想に係る協議体では、このような素案を軸に協議がすすめられています。
この他、令和６年４月県域JA発足に向け、様々な協議が行われています。

（ア） 組合員対策

❷豊かでくらしやすい地域社会
（ア） 生活インフラ機能の発揮

（イ） 組合員組織のさらなる充実・強化

【組合員との対話運動（イメージ）】

【生活インフラを支える主なＪＡ事業の取り組み（イメージ）】

【ＳＤＧｓが掲げる17の目標とＪＡとの関連事例】

　県域ＪＡは、地域に根ざしたＪＡとして組合員の日々の生活を支える基盤の維持・強化を図るため、行政・企業等関係機関と連携し、ＪＡ総合事業
を活かした活動・事業等により「衣・食・住」「医療・介護」など生活に必要なサービスの提供を目的に、生活指導・相談機能を強化します。
　また、地域に必要な生活インフラ機能の充実に向け、組合員・地域住民の利便性向上に向けたコンビニ等の店舗・食材宅配サービスの維持に
取り組みます。

❸ＪＡくらしの活動による地域活性化
（ア） くらしの活動実践体制の確立
　県域ＪＡでは、地域の活性化・組合員基盤の強化を図るため、組合員の意思反映・運営参画へのステップアップ
に向けてそれぞれの活動を類型化し、メンバーシップの段階に応じた対応や活動の充実に取り組みます。

（イ） 地域社会におけるＳＤＧｓの取り組み
　県域ＪＡでは、地域の多様な組織と連携して地域の活性化や地域経済循環に取り組みます。
　また、くらしの活動を通じたＳＤＧｓの実践にも積極的に取り組みます。

（イ） ＪＡらしい地域福祉活動の展開
　県域ＪＡでは、全ての高齢者が住み慣れた地域で安心して生活できるセーフティーネット機能（地域包括ケアシステム）の一端を担うため、
「地域福祉」の観点から、地域・組合員のニーズに応じた活動や健康増進活動を実施します。

　県域ＪＡでは、組合員組織活動の活性化やＪＡ運営への意思反映を進めるとともに、支部活動や目的別グループ活動を積極的に進めます。　
　特に、青年部・女性部及びフレッシュミズ等協力組織については、仲間づくり運動を通じた部員の獲得や組合員加入の取り組みを進めます。

厚生・介護事業

生活・購買事業

信用事業

共済事業

○組合員・地域住民の健康寿命の延伸に重点を置いた健康増進活動の展開
○地域に求められる機能・役割に応じた組合員・地域住民の医療機関受診機会の確保
○地域のニーズを踏まえた施設・介護サービスの展開

○生活購買店舗・ＪＡ直売所・ＳＳ等のライフライン店舗の運営
○コンビニ等の企業等と連携を図った生活購買店舗づくり
○営農センター等を拠点とした購買品の供給及びネット宅配の促進

○農業・地域における担い手へのコンサルティング、農業資金の提供等
○組合員・地域住民の利便性確保に向けた金融サービス支援
○ＩＢ（インターネットバンキング）やアプリ等の非対面機能等を活用した組合員・利用者との接点構築・拡充

○生活全般にわたるリスク保障に向けた「ひと・いえ・くるまの総合保障」提供
○交通事故防止運動、健康管理活動、防災・防火対策活動等の地域貢献活動の実施
○介護・福祉活動、災害救援活動、交通事故被害者支援活動等の実施

SDGs17の目標 JAと関連する取組事例
1
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貧困をなくそう
飢餓をゼロに
すべての人に健康と福祉を
質の高い教育をみんなに
ジェンダー平等を実現しよう
安全な水とトイレを世界中に
エネルギーをみんなにそしてクリーンに
働きがいも経済成長も
産業と技術革新の基盤をつくろう
人や国の不平等をなくそう
住み続けられるまちづくりを
つくる責任つかう責任
気候変動に具体的な対策を
海の豊かさを守ろう
陸の豊かさも守ろう
平和と公正をすべての人に
パートナーシップで目標を達成しよう

●子ども食堂等への食材支援等
●農畜産物の生産拡大　●子ども食堂等への食材支援等
●介護福祉事業等の実施   ●健康づくり・介護予防活動の実施   ● 100歳プロジェクトの推進等
●食農教育の実施　 ●女性大学の実施　 ●新規就農者支援の実施等
●女性理事、女性総代等の登用促進　 ●女性管理職の登用促進等
●水田涵養による水資源の保全等
●省エネルギー、再生可能エネルギー資材等の普及等
●働き方改革の実践等
●農業への先進技術（ＩＣＴ等）の普及、促進等
●人権、同和問題の啓発活動　 ●外国人労働者の人権等
●総合事業による生活インフラ機能の発揮等
●食品ロス軽減（規格外品の利活用）　 ●農業生産における環境負荷軽減の実施等
●事業継続計画（ＢＣＰ）の策定等
●漁協との協同組合間連携等
●土壌診断の実施等
●地域の見守り活動の実施等
●協同組合間連携の推進　 ●行政や地域の多様な組織との連携等
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集落営農組織

大規模農家

中小規模・家族型農家

関係強化先および
意思反映を希望する

准組合員

その他の准組合員

すべての組合員

■自己改革の成果（特に販売事業・生産資材・
購買事業の具体的な成果）

■各種アンケートへの意見等をふまえた、
評価向上に向けた対話

■准組合員の位置づけ、意思反映・運営参画
の取り組みに関する周知・理解促進

■意思反映・運営参画の枠組みや、意思があ
る場合の申し出先の周知
■属性・ニーズ・関心をふまえた、事業の複合
利用、活動参加への誘導

■JA・農業への理解促進
■事業・経営等に関する情報発信の強化

・訪問・対面（個別が基本）
・役職員により実施

・訪問・対面（座談会等含む）

・可能な限り、訪問・対面
・事業上の訪問機会を活用した
 訪問の実施

・訪問・対面のほか広報誌や資材配布
・事業上の訪問機会を活用した
 訪問の実施

※コロナ禍では、広報誌、ホームページ、SNS等を活用して訪問・対面によらない情報発信・対話を実施

中間経営計画策定年など3年に1回以上を目安として、すべての組合員を対象に訪問・対面を基本とした
アンケート等を活用した対話を実施

SDGs

2 1


